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今年は、新型コロナウイルス感染症対策でまん延防止等重点措置の適用に伴い、県独自の緊急事

態宣言も延長され、より一層の感染防止取組の徹底が求められています。

そんな状況の中で後期が始まりました。私達は、まずは自分の健康を守り、同時に他人の健康にも配

慮しながら今まで以上に感染防止に努める事が求められます。学園、家庭、地域が一体となってコロナ

対策に取り組み、充実した学園生活を送りましょう。

菊花かおる11月２５、２６、２７日の３日間本

学園の伝統に輝く特色ある企画で、文化祭が

華やかに開催された。和洋裁、手芸、染色、食

物、衛生看護科の医療器具、華道等、生徒作

品４００余点の丹精こめた力作が展示された。

また、被服科生の染色、手芸、食物等の実習、

商業科性の事務機の操作実習、理科実験、茶

道部の茶会等、日頃積み重ねられた成果がよ

くうかがわれる立派な催しとなった。それに生

徒作品の即売会、商業科の陶器即売会、講堂

には生徒が調理した料理を生徒の接待で提

供する食堂が設けられた。なお今年は園児の

作品や、特別展示として各中学校からの作品

も展示された。

昭和４２年12月20日向陽新聞第２９号より一部抜粋
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長崎リハビリテーション学院

＜シリーズ＞２０２４年「向陽高等学校創立100周年」へ向けて

【看護専攻科】

たしかな学びで心豊な看護の道を

昭和６０年２月向陽学園ニュース第２号より

慰霊のことば

動員生活も六ヶ月目となりやっと仕事になれ、充実した

毎日を送っておりました矢先、昭和１９年１０月２５日の大

空襲は突如として私達の運命の転機をもたらしたのであ

りました。数時間に及ぶB29の波状攻撃もやっとおさまり、

部品工場の私達は友の無事を確かめ合い手を取り合っ

てうれし涙を流しましたが、後になって機械工場の小川

良子さん、向井美子さん、下級生の平湯辰枝さん、松尾

恵美さんの四名の方々がお亡くなりになられた事の報せ

に皆茫然として悲しみの涙を新たにいたしました。

共に語り合い将来を夢見ていた友を亡くした悲しみ悔

しさを30数年を経た今日でも忘れることなく、一人で

涙しております。当時のこの思いは何時までも私達の胸

に残っております。貴女方をいつくしみお育てになられま

したご両親様の胸の中に想いをはせます時、子を持つ身

になった今、しみじみとその悲しみが如何に深いもので

あったかを知ることが出来ました。貴女方の尊い犠牲の

上に私達は人生の半ばすぎ幸せな毎日を送らせて頂い

ております。その尊い死を無駄にしないよう目まぐるしい

世界情勢の中、声を大にして平和を訴え続け余生を意

義深く送りたいと思っております。この綠豊な思い出の地

大村で安らかにお眠りくださいませ。

「積雲を つと光り去る銀翼に

身構えることもなき 今日の平和を」
（昭和５６年３月向陽新聞第５９号より一部抜粋）

「諸先輩の尊い命の犠牲の上に今がある」
この記事は、向陽高校の前身である「大村女子職業学校」の生徒が学徒動員で作業中、昭和１９年10月２５日

の大村大空襲で若き命を失いました。その合同慰霊祭（昭和５５年１０月２６日大村慰霊塔公園）での、学徒報告

隊代表として戦禍を共にした卒業生野田丸枝（旧姓松田：昭和２０年本科第２１回卒）さんの慰霊の言葉です。

私達は、学園が２０２４年１００周年を迎えるにあたり、１５、１６歳で亡くなられた諸先輩方の尊い命の犠牲の上に

今があることを忘れてはいけません。

【11月の主な行事予定】

3日：向陽祭

７日：入試説明会

２２日：後期中間考査開始

※県新人大会：剣道（６・7日）

バドミントン（１３～１５日）

BI科 スクーリング

ET科 AEA試験、サロン実習

HU科 介護実習

KA科 臨地実習

リハビリテーションは誰かの「生きる」をささえる、

やりがいのある仕事。
電話・FAXでのお問い合わせ

フリーダイヤル 0120-635-636/TEL 0957-53-7883

FAX 0957-54-6882/受付時間：平日9：00～22：00

「コロナウイルス感染防止対策」
①こまめな手洗い・うがい ②定期的に換気

③会話はマスクを着用 ④食事は黙食

⑤不要な外出は控える ⑥毎日、検温

発熱や体調不良等の症状がある場合や何か心配事がありまし

たら学校に連絡をしてください。


